
一

一
、
杭
全
神
社
の
縁
起

　

大
阪
市
平
野
区
・
杭
全
神
社
の
夏
祭
り
は
、
氏
子
の
町
内
か
ら
九
台
の
だ
ん
じ
り

が
出
て
町
内
を
巡
る
。
二
日
目
の
夜
の
合
同
曳
行
と
、
宵
宮
の
夜
に
一
台
ず
つ
宮
入

り
を
す
る
勇
壮
な
様
子
を
見
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
見
物
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て

く
る
。

　

現
在
は
だ
ん
じ
り
の
方
が
注
目
さ
れ
る
た
め
、
そ
ち
ら
が
主
な
行
事
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
本
来
は
神
輿
の
渡
御
が
夏
祭
り
の
中
心
で
あ
る
。
現
在
の
神
輿
の
渡
御
行

列
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
勢
の
人
数
で
は
な
い
の
で
あ
ま
り
目
立
た
な
い
が
、
か
つ
て
は

大
人
数
で
行
列
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
祭
礼
行
列
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
が
、
こ
の
た
び
平
野
の
土つ

ち
は
し橋

家
文
書
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
際
、
神
輿
の
渡
御

行
列
の
構
成
を
記
し
た
近
世
文
書
が
残
っ
て
い
る
の
を
見
付
け
た
。
こ
れ
ま
で
翻
刻

さ
れ
た
様
子
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
行
列
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
で
あ
り
、
こ
こ

で
紹
介
し
た
い
。

　

杭
全
神
社
に
伝
わ
る
享
保
三
年
（
一
七
一
三
）
成
立
の
『
平
野
郷
社
縁
起
』
に
よ

る
と
、
平
野
の
地
は
、
平
安
時
代
初
期
の
征
夷
大
将
軍
・
坂
上
田
村
麻
呂
の
子
、
広

野
麻
呂
の
所
領
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
牛
頭
天
王
が
現
れ
、
広
野
麻
呂
の
子
孫
に
対
し

て
自
ら
を
地
主
神
と
名
乗
り
、
こ
の
郷
に
祭
れ
ば
国
家
安
穏
・
人
民
尽
楽
を
守
る
だ

ろ
う
と
い
う
託
宣
を
告
げ
た
。
そ
の
た
め
、
坂
上
氏
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
七
七
）①

に
牛
頭
天
王
を
勧
請
し
、
当
社
を
造
立
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
坂
上
氏
庶
流
の
七

家
の
長
が
神
社
を
掌
り
、
神
宮
寺
六
坊
が
建
立
さ
れ
て
毎
日
朝
暮
の
読
経
や
毎
年
六

月
、
九
月
の
祭
り
を
つ
と
め
た
。

　

平
野
郷
の
野の

堂ど
う

町
に
薬
師
堂
が
あ
り
、
全
興
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
。
聖
徳
太
子
の

草
創
と
伝
え
ら
れ
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
病
気
平
癒
を
祈
っ
て
霊
験
が
あ
っ
た
。
牛
頭

天
王
の
本
地
は
薬
師
如
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
興
寺
は
当
社
の
奥
院
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
建
久
元
年
（
一
一
九
二
）
に
熊
野
三
所
権
現
が
勧
請
さ
れ
、
元
亨
元
年

（
一
三
二
一
）
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
詔
勅
に
よ
っ
て
証
誠
殿
が
再
興
さ
れ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
当
社
か
ら
東
へ
五
、
六
町
離
れ
た
鹿
内
と
い
う
場
所
に
あ
っ
て
荒
廃
し
て

い
た
修
楽
寺
が
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
に
境
内
に
遷
っ
て
再
興
さ
れ
、
以
降
は
神

土
橋
家
文
書
に
記
さ
れ
た
杭
全
神
社
の
祭
礼
行
列

黒
　
田
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二

宮
寺
六
坊
と
修
楽
寺
六
坊
の
十
二
坊
が
当
社
の
年
中
の
儀
式
を
厳
重
に
つ
と
め
る
よ

う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る②
。

　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図
会
』（
巻
一
）
で
は
、
熊

野
権
現
・
牛
頭
天
王
両
社
と
記
さ
れ
、
そ
の
境
内
を
描
い
た
付
図
に
は
、
三
殿
の
建

物
と
と
も
に
、
多
宝
塔
が
あ
る
な
ど
、
神
仏
習
合
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
明
治
の

初
め
に
神
仏
分
離
が
お
こ
な
わ
れ
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
杭
全
神
社
と
改
称

さ
れ
た③
。

　

江
戸
時
代
の
平
野
庄
（
平
野
郷
町
）
は
、
中
世
末
に
築
か
れ
た
環
濠
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
七
町
（
市
町
・
野の

堂ど
う

町
・
流
町
・
脊せ

戸と

口ぐ
ち

町
・
泥で

い
ど
う堂

町
・
西
脇
町
・
馬
場
町
）

で
構
成
さ
れ
る
本
郷
と
、
本
郷
の
北
西
か
ら
西
の
方
向
に
位
置
す
る
今
林
村
・
新
在

家
村
・
今
在
家
村
・
中
野
村
の
散
郷
と
よ
ば
れ
る
四
村
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
十

一
町
村
が
杭
全
神
社
の
近
世
の
氏
子
区
域
に
な
っ
て
い
た
。

　

平
野
郷
町
全
体
の
役
人
と
し
て
は
、
年
寄
・
庄
屋
・
惣
代
・
使

つ
か
い

役や
く

・
傍ぼ

う

使
役
・
籠ろ

う

守
役
・
水
守
役
が
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
本
郷
の
七
町
に
は
町
年
寄
と
町

ち
ょ
う

代だ
い

と
下
役
人
、

散
郷
の
四
村
に
は
村
年
寄
と
下
役
人
が
い
て
、
町
村
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た④
。

　
『
平
野
郷
社
縁
起
』
に
「
坂
上
氏
庶
流
の
七
家
の
長
」
と
あ
る
の
は
、
末
吉
・
土つ

ち
は
し橋

・

辻つ
じ
は
な葩

・
成な

り
や
す安

・
西
村
・
三
上
・
井
上
の
各
氏
で
、
こ
の
七
つ
の
家
は
坂
上
七ひ

ち
み
ょ
う
け

名
家
と

よ
ば
れ
て
い
る
。
代
々
年
寄
を
務
め
、
杭
全
神
社
の
祭
祀
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
一

方
、
本
家
の
坂
上
氏
の
子
孫
は
、
江
戸
時
代
の
平
野
庄
の
運
営
に
は
関
与
せ
ず
、
西

脇
町
の
長
宝
寺
に
居
住
し
て
権
威
を
保
っ
た
。

　

七
名
家
の
中
に
は
、
現
在
は
平
野
か
ら
離
れ
た
家
も
あ
る
が
、
坂
上
田
村
麻
呂
の

命
日
の
五
月
二
十
三
日
に
は
、
各
家
の
当
主
が
杭
全
神
社
に
集
ま
っ
て
田
村
祭
が
と

り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
七
名
家
の
中
の
土
橋
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
類
の
大
部
分
は
、
現
在
大
阪
大

学
文
学
部
日
本
史
教
室
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の
一
部
を
関
西
大
学
古
文
書

室
が
所
蔵
し
て
い
る
。
土
橋
家
文
書
に
は
、
平
野
の
郷
学
の
含
翠
堂
関
連
の
文
書
が

多
数
含
ま
れ
て
お
り
、『
平
野
含
翠
堂
史
料
』⑤
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
文
書
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い⑥
。

そ
の
中
の
文
書
を
使
っ
て
江
戸
時
代
の
祭
礼
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
が
、

そ
の
前
に
現
在
の
祭
り
の
様
子
か
ら
紹
介
し
た
い
。

二
、
平
野
郷
の
夏
祭
り

　

現
在
の
杭
全
神
社
の
夏
祭
り
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
の
日
程
で
お
こ
な
わ

れ
る
。
十
一
日
は
神
輿
川か

わ
ゆ
き行

神
事
で
、
太
鼓
台
（
子
ど
も
が
乗
る
布
団
太
鼓
）
が
早

朝
か
ら
神
社
を
出
発
し
て
氏
子
の
町
内
を
ま
わ
る
。
太
鼓
台
は
、
だ
ん
じ
り
の
宮
入

り
一
番
を
つ
と
め
る
当
番
町
が
、
担
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
神
社
で
は
、
神
輿
庫

か
ら
神
輿
が
出
さ
れ
て
拝
殿
の
裏
に
安
置
さ
れ
、
午
後
か
ら
宮
入
り
の
二
番
町
の
氏

子
た
ち
に
担
が
れ
て
、
神
社
を
出
発
す
る
。
こ
の
と
き
は
屋
根
の
上
の
鳳
凰
な
ど
の

飾
り
つ
け
は
さ
れ
て
い
な
い
裸
神
輿
の
状
態
で
あ
る
。

　

神
輿
は
、
神
社
の
南
東
に
あ
る
平
野
川
に
架
か
る
樋
之
尻
橋
の
西
詰
め
に
あ
る
御

祓
い
所
に
向
か
う
。
こ
こ
に
は
石
壇
が
あ
り
、
そ
の
上
に
神
輿
を
安
置
す
る
。
現
在

平
野
川
は
堤
防
の
た
め
川
面
ま
で
下
り
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
は
こ
の
辺
り

ま
で
河
原
だ
っ
た
の
で
、
川
の
水
を
汲
ん
で
神
輿
の
足
を
洗
っ
た
こ
と
か
ら
、
足
洗
い

の
神
事
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
御
祓
い
を
受
け
た
神
輿
は
神
社
へ
戻
っ
て
飾
り
つ

け
を
し
、
太
鼓
台
も
夜
に
神
社
へ
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
後
、
神
社
の
大
門
が
閉
じ
ら



三

れ
、
灯
り
が
消
さ
れ
た
闇
の
中
、
神
輿
に
第
一
本
殿
の
祭
神
の
御
神
霊
が
遷
さ
れ
る
。

　

十
二
日
と
十
三
日
は
、
各
町
内
で
だ
ん
じ
り
の
曳
行
が
あ
る
。
平
野
本
郷
の
七
つ

の
町
の
う
ち
、
野
堂
町
だ
け
が
北
・
南
・
東
の
三
組
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
全
部

で
九
町
（
地
区
）
か
ら
出
さ
れ
る
。

　

十
二
日
の
夜
に
は
一
斉
に
提
灯
を
灯
し
て
九
町
合
同
の
曳
行
が
あ
り
、
十
三
日
の

宵
宮
の
夜
に
は
順
番
に
宮
入
り
を
お
こ
な
う
。
だ
ん
じ
り
を
大
き
く
上
下
に
揺
ら
し

た
り
、
激
し
く
回
転
さ
せ
た
り
す
る
の
が
見
せ
場
で
、
そ
れ
を
目
当
て
に
大
勢
の
見

物
人
が
集
ま
る
。
宮
入
り
は
夜
遅
く
ま
で
か
か
り
、
九
台
全
部
が
神
社
に
入
っ
た
の

ち
、
十
四
日
未
明
に
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
へ
帰
っ
て
い
く
。

　

十
四
日
の
本
宮
は
、
神
輿
の
渡
御
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
神
輿
渡
御
を
知
ら
せ
る
太

鼓
台
が
、
氏
子
地
区
を
ま
わ
り
、
午
後
に
神
輿
が
出
発
す
る
。
昔
は
大
鳥
居
の
前
に

御
旅
所
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
国
道
二
十
五
号
線
の
拡
張
の
た
め
、
平
野
公
園
内
に

あ
る
三
十
歩
神
社
（
赤あ

か

留る

比ひ

賣め
の
み
こ
と

命
神
社
）
を
御
旅
所
に
し
て
い
る
。

　

神
輿
の
供
を
す
る
行
列
は
、
宮
司
・
神
職
や
巫
女
、
金
棒
二
本
・
人
力
車
に
乗
っ

た
猿
田
彦
・
提
灯
二
灯
・
神
饌
を
入
れ
た
唐
櫃
・
提
灯
二
灯
・
各
町
の
氏
子
総
代
の

順
に
続
く
。

　

人
力
車
に
乗
っ
た
猿
田
彦
は
、
手
に
し
た
羽
団
扇
で
道
路
の
両
側
で
待
ち
受
け
る

人
び
と
の
頭
を
撫
で
て
い
く
。
撫
で
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
は
丈
夫
に
育
つ
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
た
ち
も
撫
で
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

御
旅
所
祭
を
終
え
て
三
十
歩
神
社
を
出
発
し
た
神
輿
は
、
全
興
寺
と
長
宝
寺
に
立

ち
寄
る
。
門
前
に
神
輿
を
駐
め
、
門
内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
住
職
が
供
物
を
捧

げ
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上
や
住
職
の
読
経
、
巫
女
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

　
『
平
野
郷
社
縁
起
』
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
全
興
寺
は
杭
全
神
社
の
奥
院
だ
と

さ
れ
て
い
た
。
長
宝
寺
の
方
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
こ
の
寺
を
創
建
し
て
そ
の
娘
が

開
基
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
坂
上
氏
の
邸
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら⑦
、
神

輿
が
来
る
と
坂
上
氏
の
当
主
が
神
酒
を
供
え
て
拝
礼
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
神
輿
は
長
宝
寺
で
休
み
、
猿
田
彦
と
氏
子
総
代
の
一
行
は
大
念
仏
寺
に

寄
っ
て
、
先
に
神
社
へ
戻
る
。
夜
に
な
っ
て
太
鼓
台
が
神
社
へ
戻
り
、
そ
の
後
に
神

輿
が
還
幸
す
る
と
、
灯
り
が
消
さ
れ
て
祭
神
の
御
神
霊
が
本
殿
に
戻
さ
れ
る
［
写
真

１
～
３
］。

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
刊
行
の
『
平
野
郷
町
誌
』
に
は
、
昭
和
初
期
の
祭
礼
行

列
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
騎
上
の
猿
田
彦
を
先
頭
に
、
毛
槍
十
本
・
弓
二
張
・

楯
二
枚
・
鉾
二
本
・
大
大
刀
・
商
大
刀
各
二
振
・
小
旗
二
旒
・
金
棒
二
本
・
大
鉾
二

本
・
随
身
・
翳さ

し
ばな

ど
の
後
に
神
輿
が
続
い
た
と
い
う
。
今
と
比
べ
て
も
っ
と
盛
大
な

行
列
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る⑧
。
そ
の
前
の
、
江
戸
時
代
の
行
列
の
様
子
を
見

て
い
き
た
い
。

三
、
延
享
五
年
の
「
祭
礼
行
列
帳
写
」

　

土
橋
家
文
書
に
は
、
祭
礼
関
係
の
史
料
と
し
て
、
杭
全
神
社
関
係
と
住
吉
大
社
の

夏
祭
り
、
荒
和
大
祓
神
事
に
七
名
家
か
ら
稚
児
を
出
し
た
た
め
、
こ
の
両
社
の
神
事

に
関
わ
る
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
、
Ｎ
69
「
祭
礼
行
列
帳
写
」（
延
享
五

年
・
一
七
四
八
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
資
料
は
横
帳
だ
が
、
他
の
文
書
の
よ
う
に
横
長
に
し
て
縦
書
き
で
文
章
を
記

入
す
る
の
で
は
な
く
、
縦
長
に
し
て
行
列
の
神
事
役
を
、
先
頭
か
ら
順
番
に
紙
の
表

裏
に
書
き
継
い
で
い
る
。
最
初
は
杭
全
神
社
の
祭
礼
行
列
が
三
十
二
丁
に
記
さ
れ
、



四

　

同
六
日　

御
旅
所
へ
の
神
輿
出
御
の
行
列

神
輿
太
皷
―
音
楽
行
列
―
社
僧
（
池
之
坊
・［
中
之
坊
］・
大
門
坊
・
南
之

坊
・
東
之
坊
）
―
御
榊　

大
祢
宜
―
御
幣　

小
祢
宜
―
惣
市
―
惣
願

―
三
神
子
―
御
供
唐
櫃
―
神
馬
児
―
御
神
宝
（
御
旗
・
御
楯
・
御
鉾
・

御
大
鉾
・
御
弓
・
御
太
刀
・
大
御
太
刀
・
御
白
杖
）
―
御
翳
―
音
楽
―
松

明
―
御
組
―
躍
子
―
御
神
輿
―
惣
代
―
七
町
年
寄
―
惣
年
寄
中

―
惣
代
仮
役

　

六
月
六
日
は
、
樋
尻
へ
神
輿
の
足
洗
い
に
出
か
け
た
の
ち
、
現
在
と
違
っ
て
御
旅

所
へ
の
神
輿
の
渡
御
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
松
明
の
役
が
出
て
い
る

こ
と
か
ら
、
夜
に
入
っ
て
の
行
列
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

神
輿
太
皷
（
太
鼓
台
）
が
出
発
し
た
の
ち
、
神
輿
の
渡
御
行
列
が
進
む
。
そ
の
道

中
に
は
、
音
楽
の
演
奏
が
あ
り
、
神
宮
寺
の
社
僧
た
ち
が
続
く
。
榊
と
御
幣
を
祢
宜

が
持
ち
、
巫
女
た
ち
、
神
饌
を
運
ぶ
唐
櫃
、
神
馬
に
乗
っ
た
稚
児
、
御
神
宝
類
の
あ

と
、
躍
子
に
先
導
さ
れ
て
神
輿
が
運
ば
れ
、
そ
の
後
を
平
野
郷
の
惣
代
や
七
町
の
年

寄
、
惣
年
寄
・
惣
代
仮
役
な
ど
平
野
郷
の
役
人
た
ち
が
続
く
。
金
棒
や
琴
柱
は
、
警

護
の
衆
を
表
し
て
い
る⑨
。

　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
摂
州
平
野
大
絵
図
」
に
は
、
杭
全
神
社
は
氏
神

と
記
述
さ
れ
、
大
鳥
居
の
南
側
の
「
社
内
入
門
口
」
と
記
さ
れ
た
門
の
南
東
に
「
氏

神
御
旅
所
」
と
記
さ
れ
た
四
角
い
区
画
が
描
か
れ
て
い
る⑩
。
神
輿
行
列
が
郷
内
を
巡

っ
た
の
ち
、
こ
こ
へ
神
輿
が
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
日
の
行
列
は
、
平
野
郷
町
全
体
の
役
人
と
本
郷
七
町
の
町
年
寄
が
参
列
し
て

い
る
だ
け
で
、
散
郷
四
村
の
村
年
寄
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
十
四
日
の
郷
内
の
渡

そ
の
後
に
十
丁
分
の
白
紙
が
挟
ま
れ
、
最
後
に
六
月
晦
日
の
住
吉
社
の
荒
和
大
祓
神

事
で
、
住
吉
か
ら
堺
へ
神
輿
が
渡
御
す
る
の
に
供
奉
す
る
出
仕
行
列
が
、
六
丁
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
表
裏
の
表
紙
分
を
入
れ
て
、
全
部
で
五
十
丁
に
な
っ
て
い

る
［
一
二
ペ
ー
ジ
以
降
に
翻
刻
］。

　

こ
の
文
書
の
前
半
に
は
、
六
月
六
日
の
樋
尻
へ
の
神
輿
洗
の
行
列
、
同
日
夜
の
御

旅
所
へ
の
神
輿
の
出
御
行
列
、
十
四
日
の
郷
内
の
神
輿
渡
御
行
列
の
神
事
役
が
記
さ

れ
、
そ
の
後
に
は
、
各
町
村
が
祭
礼
行
列
で
割
り
当
て
ら
れ
た
神
事
役
と
そ
の
手
伝

い
を
す
る
人
足
へ
の
雇
い
賃
と
し
て
支
払
う
見
世
札
の
枚
数
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

行
列
順
を
記
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
事
役
は
ど
こ
の
町
村
が
担
当
す

る
の
か
を
併
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
担
当
町
村
が
変
更
さ
れ
る
と
、
貼
紙
を
し
て
書

き
か
え
て
い
る
。
中
に
は
役
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
し
い
紙
を
全
面
に
糊
付
け
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
か
な
り
長
い
期
間
こ
の
文
書
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

そ
の
間
に
行
列
の
構
成
に
も
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
杭
全
神
社
の
境
内
に

は
神
宮
寺
の
六
坊
が
あ
っ
た
が
、
衰
退
し
た
た
め
か
、
こ
の
時
期
に
は
五
坊
の
社
僧

が
行
列
に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
之
坊
の
上
に
は
貼
紙
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

や
が
て
行
列
に
は
参
加
し
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
十
四
日
の
行

列
に
出
た
宰
領
と
い
う
役
に
も
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

主
な
行
列
の
神
事
役
を
抜
き
出
し
て
み
た
い
。

　

六
月
六
日　

樋
尻
へ
神
輿
洗
の
行
列

神
輿
太
皷
―
八
角
竪
棒
―
町
代
（
七
人
）
―
大
祢
宜
―
小
祢
宜
―
神

輿
―
使
役
―
御
屋
敷
御
同
心



五

略
す
）
と
記
さ
れ
た
上
下
二
巻
の
巻
物
で
、
奥
書
に
よ
る
と
、
花
守
役
の
榎
坂
市
右

衛
門
と
い
う
人
物
が
、
往
古
の
列
書
を
も
と
に
し
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
冬

に
画
工
に
描
か
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
各
巻
の
巻
頭
の
「
牛
頭
天
王
祭
礼
図
」
の
文
字
は
、
京
都
の
南
画
家
上

田
丹
崖
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）
の
書
で
、
甲
戌
年
（
昭
和
九
年
・
一
九
三
四
）

に
揮
毫
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
上
巻
が
猿
田
彦
と
先
頭
に
、
神
輿
太
鼓
（
太
鼓
台
）
か
ら
賽
銭
箱
と
祠

掌
ま
で
、
下
巻
は
使
役
か
ら
各
町
村
の
役
人
ま
で
の
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
に

付
さ
れ
た
詞
書
を
手
掛
か
り
に
、
行
列
の
神
事
役
を
抜
き
出
し
て
み
た
い
。

　

上
巻

猿
田
彦
明
神
―
神
輿
太
鼓
―
綿
屋
中
挑
燈
―
綛
屋
仲
間
挑
燈
―
柄
毛

槍
―
楽
僧
―
楽
方
―
宮
寺
中
僧
―
別
当
東
之
坊
―
祢
宜
―
神
子

―
御
供
唐
櫃
―
児
（
馬
上　

牛
頭
ヲ
持
）
―
御
神
宝
（
随
人
・
御
旗
・
御

楯
・
御
鉾
・
大
御
鉾
・
御
弓
・
御
太
刀
・
大
御
太
刀
・
御
白
杖
）
―
御
神
馬

―
御
差
羽
―
松
明
―
白
張
―
神
子
―
賽
銭
箱
―
祠
掌

　

下
巻

使
役
―
御
地
頭
御
組
―
神
輿
―
惣
代
―
今
林
村
年
寄
・
新
在
家
村
年

寄
・
今
在
家
村
年
寄
・
中
野
村
年
寄
・
馬
場
町
年
寄
・
泥
堂
町
年
寄
・
西
脇
町

年
寄
・
脊
戸
村
年
寄
・
市
町
年
寄
・
流
町
年
寄
・
野
堂
町
年
寄
―
惣
会
所
列

之
―
傍
使
役
―
神
職
惣
年
寄
―
突
棒
―
惣
代
仮
役
―
見
豫
惣
年
寄

―
惣
代
仮
役
―
御
地
頭
・
地
方
御
役
人

御
行
列
に
は
参
加
し
て
お
り
、
盛
大
な
行
列
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
十
四
日　

郷
内
の
神
輿
渡
御
行
列

鼻
高
馬
（
猿
田
彦
）
―
神
楽
太
鼓
―
綛か

す
り屋

中
挑
燈
―
長
柄
―
使
役
―

社
僧
（
池
之
坊
・［
中
之
坊
］・
大
門
坊
・
南
之
坊
・
東
之
坊
）
―
御
榊
・
大

祢
宜
―
御
幣
・
小
祢
宜
―
惣
市
―
惣
領
―
三
神
子
―
御
供
唐
櫃
―

御
駒
形
神
人
―
御
神
宝
（
御
旗
・
御
楯
・
御
鉾
・
御
大
鉾
・
御
弓
・
御
太
刀
・

大
御
太
刀
・
御
白ゆ

が
け杖

）
―
神
馬
―
御
翳
―
松
明
―
音
楽
―
散
銭
箱
持

―
散
銭
笊
籠
―
［
宰
領
］
―
躍
子
―
御
翳
―
松
明
―
水
守
加
役

―
御
役
所
御
組
―
御
神
輿
―
惣
代
―
各
町
村
の
役
人
（
今
林
村
・
新
在

家
村
・
今
在
家
村
・
中
野
村
・
馬
場
町
・
泥
堂
町
・
西
脇
町
・
脊
戸
口
町
・
市

町
・
流
町
・
野
堂
町
）
―
傍
使
―
神
職
惣
年
寄
―
惣
代
仮
役
―
見
豫
惣

年
寄
―
惣
代
仮
役

　

馬
に
乗
っ
た
猿
田
彦
を
先
頭
に
、
神
楽
太
鼓
、
綛か

す
り屋

仲
間
の
提
灯
行
列
の
ほ
か
、

使
役
・
水
守
・
傍
使
な
ど
六
日
の
行
列
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
平
野
郷
の
役
人
た
ち

も
加
わ
っ
て
い
る
。

四
、「
平
野
郷
牛
頭
天
王
祭
礼
図
」
に
描
か
れ
た
祭
礼
行
列

　
「
祭
礼
行
列
帳
写
」
は
、
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
た
め
、
盛
大
な
行
列
と
い

っ
て
も
想
像
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
幸
い
に
、
杭
全
神
社
に
は
祭
礼
行
列
を

描
い
た
絵
巻
が
残
っ
て
い
る
。「
平
野
郷
牛
頭
天
王
祭
礼
図
」（
以
下
、「
祭
礼
図
」
と



六

　

こ
の
行
列
の
構
成
と
「
祭
礼
行
列
帳
写
」
の
行
列
を
比
較
す
る
と
、
詞
書
の
表
現

が
異
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
、「
綿
屋
中
挑

燈
」
が
加
わ
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
参
考
に
し
た
と
い
う
列
書
の
中

に
は
、
延
享
五
年
よ
り
も
う
少
し
後
年
に
な
っ
て
記
さ
れ
た
「
祭
礼
行
列
帳
」
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
祭
礼
図
」
の
平
野
郷
の
役
人
や
各
町
村
の
役
人
た
ち
が
掲
げ
る
提
灯
に
は
そ
れ
ぞ

れ
家
紋
が
描
か
れ
て
お
り
、「
祭
礼
行
列
帳
写
」
の
記
述
か
ら
も
、
神
事
役
の
人
数
は

少
し
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、「
祭
礼
図
」
は
か
な
り
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

た
だ
し
、
祭
礼
図
が
描
か
れ
た
嘉
永
六
年
ご
ろ
の
祭
礼
行
列
が
、
こ
の
絵
の
通
り

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
行
列
の
中
で
最
も
特
色
が
あ
り
、
重
要
な
神
事
役

の
存
在
が
、
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

五
、
駒
形
の
稚
児

　

こ
の
杭
全
神
社
の
「
祭
礼
図
」
の
中
で
特
筆
す
べ
き
存
在
は
、
上
巻
に
描
か
れ
た

馬
に
乗
っ
た
稚
児
で
あ
る
（
二
四
ペ
ー
ジ
に
拡
大
）。
頭
に
冠
を
か
ぶ
り
、
胸
の
と
こ

ろ
に
馬
の
首
を
か
た
ど
っ
た
も
の
を
掛
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
絵
は
明
ら
か
に
馬

の
頭
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
絵
の
横
に
は
、「
牛
頭
」
と
付
記
さ
れ
て
い

る
。
祭
神
が
牛
頭
天
王
で
あ
る
た
め
そ
う
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
こ
の

絵
が
描
か
れ
た
時
点
に
は
行
列
に
は
出
な
く
な
っ
て
お
り
、
昔
の
絵
画
な
ど
を
も
と

に
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
祭
礼
行
列
帳
写
」
に
は
「
御
駒
形
神
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前

後
を
添
人
や
随
身
な
ど
で
固
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
祭
礼
行
列
の
中
で
重
要
な
存

在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
編
集
さ
れ
た
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』（
巻
三
）
の

「
駒
形
」
の
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

駒コ
マ
ガ
タ形

　

駒
形
と
て
、
馬
の
頭
を
造
、
胸
に
掛
け
、
或
は
馬
の
首
尾
を
作
り
て
腰ヨ

ウ
カ
ン間

に

著
、
馬
に
乗
た
る
ご
と
く
に
し
て
祭
禮
に
從
ふ
も
の
、
是
を
駒
形
の
神ジ

人ニ
ン

と
云

ふ
。
山
州
石
清
水
八
幡
宮
、
又
祇
園
の
社
な
ど
に
あ
り
。
其
意
旨
を
し
ら
す
。

蓋
し
祭
禮
の
つ
け
も
の
、
風
流
の
類
な
ら
ん
か
。
牛ゴ

頭ヅ

天
皇

（
マ
マ
）の

儀
に
つ
き
て
、

此
義
あ
り
と
云
も
の
は
臆オ

ク
ケ
ン見

に
し
て
あ
や
ま
り
な
ら
ん⑪
。

　

こ
の
文
章
と
と
も
に
、
馬
の
頭
を
胸
の
と
こ
ろ
に
掛
け
て
い
る
稚
児
と
、
胴
体
の

前
後
に
馬
の
頭
と
尻
の
つ
く
り
も
の
を
着
た
稚
児
の
絵
が
付
い
て
い
る
。
前
者
が
祇

園
社
で
、
後
者
が
石
清
水
八
幡
宮
の
駒
形
神
人
で
あ
る
。
こ
の
書
の
著
者
は
匿
名
の

人
物
で
、
駒
形
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
風
流
の
類
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、
牛

頭
天
王
と
関
係
す
る
説
に
つ
い
て
は
想
像
に
す
ぎ
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。

　

京
都
の
祇
園
祭
で
は
、
七
月
十
七
日
の
前
祭
と
二
十
四
日
の
後
祭
で
の
山
鉾
巡
行

後
に
、
本
社
か
ら
四
条
旅
所
へ
の
神
輿
の
神
幸
と
、
帰
り
の
還
幸
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

三
基
の
神
輿
を
中
心
と
す
る
行
列
だ
が
、
中
御
前
の
神
輿
の
前
を
馬
に
乗
っ
た
稚
児

が
進
み
、
胸
に
木
造
の
馬
頭
を
掛
け
て
い
る
。

　

京
都
市
南
区
久
世
上
久
世
町
か
ら
出
る
た
め
、
上
久
世
駒
形
稚
児
（
久
世
駒
形
稚

児
）
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
普
段
は
同
地
区
に
あ
る
綾あ

や

戸と

國く

中な
か

神
社
に
馬
頭
は
祀
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
日
は
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
子
ど
も
が
八
坂
神
社
に
社
参
す
る
［
写
真

４
］。
そ
の
際
は
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
南
門
か
ら
社
前
に
進
み
、
舞
殿
の
周
囲
を
三
周
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し
た
後
、
馬
か
ら
担
が
れ
て
拝
殿
に
運
ば
れ
、
神
事
の
後
、
神
輿
を
先
導
し
て
御
旅

所
に
向
か
う
。
還
幸
祭
も
御
旅
所
か
ら
本
社
へ
神
輿
を
先
導
す
る
。
現
在
は
前
祭
と

後
祭
は
別
の
子
ど
も
が
担
当
す
る
が
、
昔
は
同
じ
子
ど
も
が
つ
と
め
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
随
筆
『
東と

う

牖ゆ
う

子し

』（
巻
四
）
に
は
、「
神
祭
の
節
、
山
城
の
久
世

村
よ
り
馬
頭
の
木も

く
ぞ
う偶

を
持
来
る
也
。
天
よ
り
降
り
し
物
に
て
祭
礼
第
一
の
神
宝
と
い

へ
り
」⑫

と
あ
り
、
こ
の
稚
児
が
や
っ
て
こ
な
い
と
、
神
輿
が
出
発
で
き
な
い
と
い
わ

れ
る
存
在
で
あ
る
。

　

現
在
は
上
久
世
か
ら
出
さ
れ
る
駒
形
稚
児
だ
が
、
史
料
か
ら
は
江
戸
時
代
の
初
め

ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
以
前
は
、
上
久
世
で
は
な
く
、
少

将
井
の
御
旅
所
の
社
人
が
駒
形
を
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
の
「
駒
大
夫
せ
ん
け
ん
借
用
状
案
」
に
よ
る
と
、
少

将
井
狛
（
駒
）
大
夫
と
い
う
人
物
が
狛
（
駒
）
形
を
保
管
し
て
い
た
が
、
借
金
の
た

め
に
御
霊
社
の
惣
一
職
の
東
女
坊
に
質
入
れ
し
て
い
た
（『
八
坂
神
社
文
書
』
一
二
〇

五
）、
そ
の
の
ち
に
借
金
は
弁
済
し
た
が
、
狛
形
そ
の
も
の
は
、
毎
年
礼
銭
を
払
っ
て

そ
の
ま
ま
預
け
て
い
た
。
し
か
し
、
東
女
坊
は
こ
れ
を
質
流
れ
の
品
だ
と
し
て
、
応

仁
の
乱
で
中
断
後
、
は
じ
め
て
再
興
さ
れ
た
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
の
祇
園
祭
で

狛
形
を
つ
と
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
狛
形
の
返
却
を
求
め
る
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
と

い
う⑬
。
そ
の
一
連
の
文
書
の
ひ
と
つ
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）「
氏
名
未
詳
折
紙
」

（『
八
坂
神
社
文
書
』
一
二
一
〇
）
に
は
、「
少
将
井
駒
方
座
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
何
か
商
業
上
の
特
権
を
も
つ
駒
形
座
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
駒
形
神
人
を
出

し
、
狛
（
駒
）
大
夫
も
そ
の
座
に
所
属
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

少
将
井
は
、
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
竹
屋
町
下
ル
付
近
に
あ
っ
た
井
戸
で
、
祇
園

の
神
輿
の
中
の
一
基
が
こ
こ
を
御
旅
所
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
駒
形
座
は
そ
の
御

旅
所
に
所
属
す
る
集
団
で
、
少
将
井
の
神
輿
に
従
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
訴
訟
の
結
果
、
少
将
井
の
駒
頭
は
御
霊
社
の
巫
女
か
ら
返
上
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
駒
形
神
人
を
最
初
に
紹
介
し
た
河
原
正
彦
は
、
こ
の
狛
形
が
上
久
世
の
駒
形
稚

児
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る⑭
。

　

文
献
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
資
料
に
も
駒
形
神
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
古
く

は
十
二
世
紀
に
描
か
れ
た
『
年
中
行
事
絵
巻
』（
巻
九
・
祇
園
御
霊
会
）
に
、
最
初
の

神
輿
の
後
方
で
、
馬
に
乗
っ
た
布
で
覆
面
し
た
人
物
の
前
に
、
衣
冠
束
帯
で
馬
に
乗

っ
た
人
物
が
胸
に
駒
形
を
掛
け
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
や
「
祇
園
祭
礼
図
屛
風
」
な
ど
、
近
世
の
祇
園
祭
を
描
い
た

絵
画
作
品
の
中
に
も
、
神
輿
の
前
に
駒
形
を
胸
元
に
掛
け
た
馬
に
乗
っ
た
人
物
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り⑮
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
日
吉
山
王
・

祇
園
祭
礼
図
屛
風
」
の
よ
う
に
、
駒
形
神
人
が
同
じ
場
面
に
二
人
登
場
す
る
も
の
も

あ
る⑯
。

　

こ
れ
ら
作
品
か
ら
、
駒
形
を
胸
元
に
掛
け
た
人
物
が
、
祇
園
祭
の
神
輿
渡
御
行
列

に
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
は
あ
る
が
、
近
世
の
絵
画
の
人
物
が
少
将
井
の

駒
方
神
人
な
の
か
、
今
日
に
つ
な
が
っ
て
い
る
上
久
世
の
駒
形
稚
児
の
ど
ち
ら
な
の

か
。
少
将
井
駒
方
神
人
と
久
世
の
駒
形
稚
児
の
つ
な
が
り
も
含
め
て
史
料
が
乏
し
い

た
め
、
わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
の
石
清
水
八
幡
宮
の
駒
形
神
人
は
、
九
月
十
五
日
の
石
清
水
祭
で
未
明
に
男

山
山
頂
の
社
殿
を
出
発
し
、
麓
の
頓
宮
に
三
基
の
神
輿
が
下
り
る
渡
御
行
列
に
登
場

す
る
。
も
と
は
旧
暦
八
月
十
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
放
生
会
で
、
頓
宮
前
を
流
れ
る

大
谷
川
で
放
生
儀
礼
な
ど
の
神
事
を
お
こ
な
っ
た
の
ち
、
同
日
日
没
後
の
頓
宮
か
ら

山
頂
の
社
殿
へ
の
還
幸
行
列
に
も
駒
形
神
人
は
登
場
す
る
。
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し
て
祭
礼
行
列
の
風
流
と
し
て
発
展
し
た
の
だ
と
推
測
し
て
い
る㉒
。

　

杭
全
神
社
の
駒
形
神
人
は
、
こ
の
神
輿
渡
御
行
列
が
牛
頭
天
王
の
祭
り
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
祭
礼
図
に
描
か
れ
た
姿
か
ら
、
祇
園
祭
の
駒
形
神
人
が
伝
わ
っ
た
可
能
性

が
強
い
。
こ
の
神
人
は
「
祭
礼
行
列
帳
写
」
に
は
町
名
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、

各
町
が
交
代
で
当
番
町
と
な
っ
て
担
当
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る㉓
。

　

こ
れ
は
、
史
料
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
住
吉
社
の
荒
和
大
祓
神
事
の
神
輿
渡
御
行
列

に
馬
に
乗
っ
た
「
児
」
と
同
様
、
祭
り
の
中
で
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

荒
和
大
祓
神
事
の
児
は
、
こ
の
史
料
の
こ
ろ
に
は
坂
上
七
名
家
か
ら
交
代
に
男
児
を

出
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
神
輿
の
行
列
を
途
中
で
迎
え
る
堺
奉
行
と
、
御
旅
所
の

宿
院
頓
宮
へ
桔
梗
の
造
花
を
運
ん
だ
こ
と
か
ら
花
笠
の
稚
児
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
は
、
ア
ハ
ラ
ヤ
（
阿
波
羅
耶
・
荒
和
祓
家
）
と
よ
ば
れ

て
、
祓
い
を
象
徴
す
る
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る㉔
。

　

杭
全
神
社
の
駒
形
神
人
が
、
祭
礼
行
列
に
お
け
る
風
流
と
し
て
の
存
在
だ
っ
た
の

か
、
住
吉
社
の
荒
和
大
祓
神
事
の
ア
ハ
ラ
ヤ
の
よ
う
に
祭
礼
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
杭
全
神
社
で
も
駒
形
稚
児
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
史
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
今
後

の
研
究
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
駒
形
稚
児
の
事
例
が
祇
園
社
や
石
清
水

八
幡
宮
以
外
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
筆
を
お
き
た
い㉕
。

　

駒
形
神
人
は
七
、
八
歳
の
男
児
が
つ
と
め
る
役
で
、
身
体
の
前
後
に
白
馬
の
頭
部

と
尾
の
つ
く
り
も
の
を
結
び
つ
け
る
。
頭
の
冠
に
日
象
と
月
象
の
飾
ら
れ
た
も
の
が

二
人
ず
つ
、
計
四
人
出
る
の
が
本
来
の
形
だ
が
、
現
在
は
人
数
が
少
な
い
年
も
あ
る

［
写
真
5
］。

　
『
師
郷
記
』
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
八
月
十
五
日
条
に
は
、
駒
形
神
人
の
訴
訟
の

た
め
、
神
輿
の
御
下
り
が
遅
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
に
は
駒
形
神

人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る⑰
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
『
男
山
考
古
録
』（
十
三
、

全
昌
寺
）
に
は
、「
山
城
國
鳥
羽
村
駒
形
神
人
等
、
皆
當
寺
に
屬
せ
し
事
も
古
記
と
も

に
見
え
た
り
」
と
あ
り
、
駒
形
神
人
が
鳥
羽
村
（
現
在
、
京
都
市
伏
見
区
）
か
ら
出

さ
れ
、
頓
宮
付
近
に
あ
っ
た
全
昌
寺
に
属
し
て
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る⑱
。

　

そ
の
原
形
と
し
て
は
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
年
「
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
孝

霊
放
生
会
次
第
注
進
状
」
に
「
駒
形
舞
人　

左
方
二
人
右
方
二
人
」
と
あ
り⑲
、「
別
当

法
印
輝
清
注
進
」
に
も
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
五
月
五
日
の
端
午
御
節
に
「
次

駒
形
四
人
、
南
庭
二
行
列
立　

左
右
各
二
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら⑳
、
も
と
も
と
は
放

生
会
に
限
ら
ず
石
清
水
八
幡
宮
で
奉
納
さ
れ
る
芸
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

現
在
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
も
、
こ
の
よ
う
な
馬
の
つ
く
り
も
の
を
使
っ
た
も
の

は
、
長
野
県
阿
南
町
の
新
野
の
雪
祭
で
、
全
身
の
馬
の
つ
く
り
も
の
の
胴
の
中
程
に

空
い
た
穴
に
足
を
入
れ
、
胴
部
を
肩
に
吊
り
下
げ
て
二
人
が
踊
る
競

き
ょ
う

馬ま
ん

が
あ
り㉑
、
東

京
都
板
橋
区
の
赤
塚
諏
訪
神
社
の
田
遊
び
に
も
、
竹
を
楕
円
形
に
曲
げ
た
胴
体
に
木

製
の
駒
形
を
付
け
て
麻
布
を
吊
し
た
も
の
を
作
り
、
そ
の
中
に
五
月
女
役
の
男
児
を

入
れ
、
大
人
が
抱
え
て
槍
に
対
し
て
突
き
か
か
る
所
作
を
お
こ
な
う
儀
礼
が
あ
る
［
写

真
6
］。
そ
れ
ら
の
事
例
も
含
め
て
河
原
正
彦
は
、
祇
園
社
の
駒
形
神
人
は
、
勅
使
の

風
流
化
・
稚
児
化
と
と
も
に
宮
廷
舞
楽
の
狛
龍
楽
の
駒
形
が
獅
子
と
分
離
し
て
独
立
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註①　

杭
全
神
社
で
は
、
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
を
創
建
の
年
と
し
て
、
式
年
事
業
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

②　
『
平
野
郷
社
縁
起
』
享
保
三
年
（
一
七
一
三
）（
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産

学
研
究
セ
ン
タ
ー
『
杭
全
神
社
宝
物
撰
』
二
〇
一
〇
年
に
収
録
）。

③　

そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
の
記
述
に
つ
い
て
は
熊
野
権
現
や
牛
頭
天
王
社
と
表
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
便
宜
上
、
近
世
以
前
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
杭
全
神
社
と

記
述
す
る
。

④　

平
野
区
誌
編
集
委
員
会
編
『
平
野
区
誌
』「
３
近
世
平
野
郷
の
成
立
」（
平
野
区
誌
刊

行
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）。

⑤　
『
平
野
含
翠
堂
史
料
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）。

⑥　

目
録
と
し
て
、『
含
翠
堂
（
土
橋
家
）
文
庫
目
録
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九

七
二
年
）
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
目
録
番
号
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

⑦　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
「
摂
州
平
野
大
絵
図
」
に
は
、
長
宝
寺
境
内
に
「
田

村
麿
旧
宅
」
と
「
田
村
麿
堂
」
の
記
述
が
あ
る
。

⑧　

平
野
郷
公
益
会
編
『
平
野
郷
町
誌
』
三
九
八
～
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
一
九
三
一
年
。

⑨　

琴
柱
は
、
本
来
和
琴
な
ど
で
胴
の
上
に
立
て
て
弦
を
支
え
、
そ
の
位
置
で
音
の
高
低

を
調
節
す
る
も
の
だ
が
、
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
Ｕ
字
形
の
捕
物
道
具
の
刺さ

す
ま
た股

の
別
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

⑩　

杭
全
神
社
所
蔵
の
「
平
野
郷
社
之
図
」（
明
治
初
め
）
に
は
、
大
鳥
居
の
東
側
に
石
段

で
高
く
な
っ
た
区
画
が
描
か
れ
、
そ
の
中
央
に
石
壇
と
そ
の
前
に
狛
犬
が
見
え
る
。「
摂

州
平
野
大
絵
図
」
と
は
周
囲
の
景
観
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
御
旅
所
の
様
子

が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
（『
杭
全
神
社
宝
物
撰
』
収
録
、
註
②
参
照
）。

⑪　
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』（
佐
伯
有
義
校
訂
、
第
一
書
房
、
一
九
八
六
年
）。

⑫　

田
宮
仲
宣
著
『
東
牖
子
』（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
一
九
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
四
年
）。

⑬　
『
八
坂
神
社
文
書
』
一
二
〇
五
～
一
三
（『
八
坂
神
社
文
書
』
上
巻
、
第
九　

社
人　

少

将
井
狛
大
夫
）。

⑭　

河
原
正
彦
「
祇
園
祭
の
上
久
世
駒
形
稚
児
に
つ
い
て
」（『
文
化
史
研
究
』
一
四
、
一

九
六
二
年
）。

⑮　

八
反
裕
太
郎
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
祇
園
祭
礼
図
屛
風
』
の
史
的
位
置
」（『
美
術

史
』
一
五
四
、
二
〇
〇
二
年
）
に
、「
洛
中
洛
外
図
屛
風
」
な
ど
祇
園
祭
を
描
い
た
近
世

の
絵
画
作
品
に
描
か
れ
た
駒
形
稚
児
の
描
写
箇
所
を
表
に
ま
と
め
て
い
る
。

⑯　

河
内
将
芳
著
『
絵
画
史
料
が
語
る
祇
園
祭
』
第
一
章
二
「
描
か
れ
た
神
輿
渡
御
」（
淡

交
社 

、
二
〇
一
五
年
）
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
日
吉
山
王
・
祇
園
祭
礼
図
屛

風
」（
祇
園
会
隻
・
第
二
扇
）
の
駒
形
神
人
の
拡
大
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

⑰　
『
師
郷
記
』
巻
二
（『
史
料
纂
集
』
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）。

⑱　
『
男
山
考
古
録
』
十
三
、
全
昌
寺
（『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
一
、
石
清
水
八
幡

宮
社
務
所
、
一
九
六
〇
年
）。

⑲　
『
宮
寺
縁
事
抄
』（
放
生
会
諸
禁
事
）
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
年
八
月
十
一
日
「
石

清
水
八
幡
宮
護
国
寺
孝
霊
放
生
会
次
第
注
進
状
」（『
石
清
水
文
書
之
五
』
所
収
）。

⑳　
『
石
清
水
文
書
之
一
』
六
二
「
別
当
法
印
輝
清
注
進
」。

㉑　

南
信
州
阿
南
町
新
野
雪
祭
等
資
産
化
事
業
実
行
委
員
会
編
『
新
野
の
雪
祭
り
』
二
六

一
～
三
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
七
年
。

㉒　

河
原
正
彦
「
古
代
宮
廷
儀
礼
の
社
寺
祭
礼
化
―
殊
に
祇
園
御
霊
会
の
駒
形
稚
児
を

め
ぐ
っ
て
―
」（『
芸
能
史
研
究
』
七
、
一
九
六
四
年
）。

㉓　
「
祭
礼
行
列
帳
写
」
に
は
、
十
四
日
に
出
る
「
御
駒
形
神
人
」
に
対
し
、
六
月
六
日
の

御
旅
所
へ
の
神
幸
行
列
の
方
に
は
「
神
馬
児
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も

行
列
順
で
は
同
じ
位
置
に
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
人
物
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

六
日
の
方
を
「
神
馬
児
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
六
日
に
は
、
駒
形
を
首
に
掛
け
て
い



一
〇

写真 ２ 　全興寺での神事

写真 １ 　杭全神社夏祭りの猿田彦

写真 ３ 　長宝寺での神事

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

㉔　

ア
ハ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
土
橋
家
文
書
』
に
記
録
さ
れ
た
住
吉
祭
の
花
笠
の

稚
児
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
八
十
七
号
、
大
阪
市
史
編
纂
所
、
二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
）

で
紹
介
す
る
。

㉕　

土
橋
家
文
書
の
閲
覧
と
掲
載
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
の
許

可
を
得
ま
し
た
。
閲
覧
と
掲
載
・
翻
刻
に
つ
い
て
、
北
泊
謙
太
郎
、
小
林
初
恵
、
中
村

晶
子
の
各
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
杭
全
神
社
が
所
蔵
す
る
「
平
野
郷

牛
頭
天
王
祭
礼
図
」
は
、
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
撮

影
し
た
写
真
を
使
用
し
ま
し
た
。
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
藤
江
正
謹
宮
司
に
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

《
参
考
文
献
》

『
杭
全
神
社　

平
野
郷
夏
祭
り
』（
平
野
郷
夏
祭
り
実
行
委
員
会
し
お
り
部
会
、
二
〇
一
七
年
）



一
一

写真 6 　赤塚の田遊び（槍突き）

写真 ４ 　京都祇園祭・上久世稚児社参

写真 ５ 　石清水祭・駒形神人



一
二

●
「
土
橋
家
文
書
」
Ｎ
69
「
祭
礼
行
列
帳
写
」
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）

（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
）

「
當

（
表
紙
）社

牛
頭
天
皇（

王
）

　
　
　

御
祭
禮
行
列
帳

　
　
　
　
　

延
享
五
辰
年　

六
月
改
写
」

	

子
供
六
人	

八

黒
帷
子
脇
差角

竪
棒

神
輿
太
皷　
荷
人
拾
人

	

祇
薗
講
中
ゟ
出
ス	

同
			


［（

貼
紙
下
）

此
三
人　
「

（
貼
紙
）此

弐
人
」
野
堂
町

			


　
　

当
時
ハ
棒
弐
本
ニ
ナ
ル

　

市
羽
織
袴町

代

	

西
脇
町
代　
　
　

馬
場
町
代

　

流
同

町
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
祢
宜　

供
黒
帷
子壱

人
	

脊
戸
口
町
代　
　

泥
堂
町
代

　

野
同

堂
町
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

（
貼
紙
下
）

野
堂
町
「

（
貼
紙
）市

町
」

	

（
貼
紙
下
）

		


八
黒
帷
子
脇
指

角
塗
棒　
　
　
　
「

（
貼
紙
）丸

之
塗
棒　
弐
本

		


　

同		


泥
堂
町

小
祢
宜　
供

黒
帷
子壱

人		


　

同		


馬
場
町
ゟ
」　　

神
輿

　
　
　
　
［

（
貼
紙
下
）

右
市
町
ゟ		



　
　
　

右
野
堂
町
ゟ

　
　
　
　
「

（
貼
紙
）泥

堂
町
」		



　
当
時
弐
本
ニ
ナ
ル

六 月 六 日

樋 尻 江 神 輿 洗 行 列

		


使
袴
羽
織役　

　

供
黒
帷
子
脇
さ
し

壱
人

御
輿
舁　

四
拾
人　
勝
手
ノ
襦
袢
ニ
而	

此
處
江

　
　
　
　
　
　

床
机
持
弐
人
と
も

		


同
同

　
　
　
　

同
同

	

当
時
八
角
棒
弐
本　
　
　

此
供
銘
々
ゟ

	

「
（
貼
紙
）野

堂
町
ゟ
」

	

（
貼
紙
下
）

「
八

（
貼
紙
）角

之
棒
弐
本　

野
堂
町
ゟ
」		



琴
黒
帷
子
脇
指

柱
持

		


　

同　
　
　
　
　
「

（
貼
紙
）琴

柱　

三
人

　

御
屋
敷
御
同
心		



　

同　
　
　
　
　
　
　

流
町

		


　

同　
　
　
　
　
　
　

脊
戸
口
町

　

八
角
棒
弐
本
之
所
江		



　

同　
　
　
　
　
　
　

西
脇
町　

」

　
　

御
出
役
惣
會
所
役
人
御
組
之
諸
ゟ		



　

同

　
　

出
勤			




右
六
人　

流
・
市
・
脊
戸
口
・
西
脇
・

泥
堂
・
馬
場　

壱
人
宛

			




当
時
弐
本
ニ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

（
貼
紙
）半

棒
灯
燈 

弐
本
」

　
　
　
　
　
　

八

黒
帷
子
脇
差角

塗
棒　
　
　
　
　
　
　
　

使
上
下

役　
　
　
　

供

黒
帷
子
脇
差

神
輿
太
皷

　
　
　
　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　

供
同

	

右
野
堂
町
ゟ	

当
時
壱
人　
　
右
銘
々
ゟ

同 六 日

神 輿 御 旅 所 江 出 御 行 列



一
三

		


供
黒
帷
子
脇
差

壱
人	

供
上
同

壱
人	

供
上
同

壱
人

○　

池
之
坊　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

（
貼
紙
下
）

中
之
坊　
「（
貼
紙
は
白
紙
）」　

大
門
坊

		


右
馬
場
堂
町
ゟ	

右
泥
堂
町
ゟ	

右
流
町
ゟ

	

音
楽
行
列

	

供
上
同

壱
人	

供
上
同

壱
人	

供
黒
帷
子
脇
差

壱
人

南
之
坊　
　
　
　
　
　
　
　

東
之
坊　
　
　
　
　
　

御
榊　

大
祢
宜

	

右
脊
戸
口
町
ゟ	

右
野
堂
町
ゟ	

［
（
貼
紙
下
）

右
泥
堂
町
ゟ

			




「
（
貼
紙
）右

市
町
ゟ
」

　
　
　
　
　
　
供

同
上

壱
人

御
幣　

小
祢
宜　
　
　

惣
市　

惣
願　

三
神
子　

御
供
唐
櫃　
　
弐

烏
帽
子
白
張

人

　
　
　
　
　
［

（
貼
紙
下
）

右
市
町
ゟ	
但
此
内
江
御
供
并
御
三
寸
錫
一
對
入

　
　
　
　
　
「

（
貼
紙
）右

泥
堂
町
」	

右
弐
人
野
堂
町
ゟ

		


「
（
貼
紙
）御

神
宝
之
間
ニ
ハ
丸
灯
燈
五
人

	

随
素
襖
太
刀身	

　
　
　
　
　
　
　
　

流
町
ゟ
」

神
馬
児　
　
　

添

烏
帽
子
白
張人			




御
素
襖

旗　
　
　

同
同

　
　
　
　

右
馬
借
中
ゟ	

随
同

身		


　
右
弐
人
野
堂
町
ゟ

	

　
右
弐
人
流
町
ゟ

　

御
素
襖

楯　
　

同
同

　
　

御
素
襖

鉾　
　

同
上
同　

　

御
素
襖

大
鉾　
　

同
上
同

　
　
　
此
弐
人
野
堂
町
ゟ	

右
四
人
内　

弐
人　

市
町
ゟ　
　

弐
人　

脊
戸
口
町
ゟ

　

御
素
襖

弓　
　

御
上
同

弓　
　
　

御
素
襖

太
刀　
　

同
上
同　

　

大
素
襖

御
太
刀　
　
　
　

御
素
襖

白
杖

　
　
　
右
弐
人
馬
場
町
ゟ	

右
弐
人
西
脇
町	

右
野
堂
町
ゟ	

右
市
町
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
處
音
楽

　
　

御
烏
帽
子
白
張

翳　
　
　
　
　
　
　

松
烏
帽
子
白
張

明　
　
　
　

同
同

　
　
　

サ
シ
ハ	

○	

同
同

　
　
　
　
　

同
同

　
　

御
同

翳		


右
（
貼
紙
下
）

弐
人
ハ
馬
場
町
ゟ

　
　
　
右
弐
人
泥
堂
町
ゟ	

　
　
　

夜
ニ
入
候
得
者
御
輿
先
江
遣
ス

		


　

「
（
貼
紙
）右

四
人

		


　
　
　

弐
人
ツ
ヽ 

野
市
町

馬
場
町
」

（
貼
紙
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
黒
帷
子
脇
差

塗
棒　
　

水
股
引
脇
差守

加
役

　
　

同
同

　
　

同
同

　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
同

　
　

同
同

　
　

同
同

　
　

同
同

　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
ニ
垣
外
両
人
相
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
同

（
貼
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
神
輿
付
ニ
相
成
候
ニ
付
此
所
相
除

　
　

御
組　
　
　
　
　

躍
子　
　
　
　
　
　

（
マ
マ
）

		


　

地
万
　
黒
素
襖
　
供
壱
人
　
箱
灯
鐙
持

下
役
人
壱
人

　
　
　
此
八
人
ハ
野
堂
町
ゟ

	

夜
に
入
候
得
者
御
神
堂
之
間
ニ
遣	

　

水
股
引
脚
半取

守
役
壱
人

		


垣
外　

前
後
六
人　

」



一
四

（
貼
紙
下
）

　

使
役　
　

供
黒
帷
子
脇
差

壱
人　
　

琴
半
纏
脇
差柱　

　
　
　
　

　

同　
　
　

供
同

壱
人　
　

同
同

	
右
■
■
ゟ	

右
弐
人
馬
場
町
ゟ

　
　
　
　
七
町
丁
代
［

（
貼
紙
下
）

前
後
纒
烑
燈
持
六
人
惣
会
所
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
（
貼
紙
）四

人
惣
会
所
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人
七
町
ゟ
」	

纒
持
壱
人

御
神
輿　
　
　
　
　
　
　
　

神
輿
舁
四
拾
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
棒
持
弐
人組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
床
机
持
二
人
と
も　
　
　
　
　

垣
外
弐
人

　
　
　
　
七
町
丁
代

　

八
黒
帷
子
脇
差

角
竪
棒　
　

半
黒
帷
子棒

灯
燈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
帯
刀
踏
込代 

垣
内
弐
人　
　

馬
上
下

場
町
年
寄 

仮
町
代

同
役
人

　

同　
　
　
　
　

同

泥
堂
町
年
寄 

仮
町
代

同　

役　
　

西
脇
町　
　

脊
戸
口
町　
　

市
町　
　

流
町　
　

野
堂
町

	

（
貼
紙
下
）

	

黒
帷
子
脇
指

　
「

（
貼
紙
）

此
所
へ　

高
張
灯
燈　

八
角
棒　

半
棒
灯
燈	

　

琴
柱　
　

同
同

塗
金
棒　

塗
同
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
同
」

金
棒	

　

同　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
　

惣
年
寄
中　
惣
代
仮
役	

　

同　
　
　

同
同

　
　
　

同　
　
　
　

同	

　

同　
　
　

同
同

	

　

同　
　
　

同
同

	

右
拾
人
内 

四
人
野
堂
町
ゟ

外
六
人
壱
人
ツ
ヽ

「（
貼
紙
白
紙
）」

「
（
貼
紙
）琴

柱　

同

同　
　

同　

垣
外

同　
　

同　

弐
人

」

同　
　

同

		


（
貼
紙
下
）

		


黒
帷
子
脇
差

			




琴
柱　
　
　

同
同

傍
使　
上
下	

惣
代
仮
役		



同　
　
　
　

同
同

　
　
　
　

惣
年
寄
中			



同　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　

同　
　

同　	

同		


同　
　
　
　

同
同

			




右
拾
人
内 

四
人
野
堂
町
ゟ

外
六
人
壱
人
ツ
ヽ

	　
　
　

金
黒
帷
子
脇
差棒	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琴
柱

		


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　

同　

垣
外

		


惣
見
豫

年
寄
中　
　

惣
袴
羽
織代

仮
役　
　
　
同　
　

同　

弐
人

	

同
同

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　

同

「
（
貼
紙
）此

所
へ　

高
張
灯
燈　

八
角
棒　

半
棒
灯
燈

　
　
　
　
　

同　
　
　
　

同　
　
　

同
」

御
神
事
役
」
鼻
高
馬　

神
楽
太
鼓 

前
廿
六
人

荷
人
拾
人　

綛
屋
中
挑
燈 

拾
本

	

祇
薗
諸
家
ゟ
出
ス	

宝
暦
拾
弐
年
ヨ
リ
願
之
上
出
筈

　
　

八

袴
羽
織
脇
差角

塗
棒

　
　

同
同

	

長

黒
帷
子
袴
羽
織
大
小

柄　

同　

同　

同　

同　

同

		


弐
人　

［
（
貼
紙
下
）

野
堂
町
ゟ　
「

（
貼
紙
）西

脇
町
ゟ
」

　
　
右
弐
人　

［
（
貼
紙
下
）

流
町
ゟ　
「

（
貼
紙
）市

町
ゟ
」　
　

此
拾
人
内	

弐
人　

市
町
ゟ

		


三
人　

脊
戸
口
町
ゟ

　
　
△
惣
会
所
ゟ
出
役
案
内
次
第
舞
台
前
ゟ
前
之
坊
後
迄
行
列
建
ル

「
（
貼
紙
）琴

柱 

同

同　
　

同　

垣
内

同　
　

同　

弐
人

」

同　
　

同

同 十 四 日

郷 内 渡 御 行 列



一
五

　
　
　
　

使
役　
上
下
大
小	

供
黒
帷
子
脇
差

壱
人	

傘

黒
帷
子
脇
差

	

纒
挑
灯
持

同
同
同
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
之
坊

帆
掛
帽
子

　
　
　

 

侍

素
襖
大
小　

 

子
持
筋
五
■

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
同

同

　
　
　
　

同　
　
同　
　
　
　
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

供

黒
帷
子
脇
差

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
右
四
人
銘
々
ゟ          

右
三
人 

傘
持 

侍 

馬
場
町
ゟ

			




供
壱
人 

市
町
ゟ

△
十
四
日
九
ツ
時
迄
ニ
寺
中
江
素
襖
大
小
渡
シ
置
れ
ハ
取
不
申
候

（
貼
紙
下
）

　
　
　
　
　
　
　

傘

黒
帷
子
脇
差　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

傘
上
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傘
上
同

　

中
之
坊　
　
　

侍

素
襖
大
小　

　
　
　
　

大
門
坊　
　

侍
上
同

　
　
　
　
　

南
之
坊　
　

侍
上
同

　
　
　
　
　
　
　

供

黒
帷
子
脇
差　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
上
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
上
同

	

右
三
人
泥
堂
町
ゟ

	

　
「（
貼
紙
白
紙
）」	

「（
貼
紙
）

　
　
　
　
　

傘　

市
町　
　

「（
貼
紙
）

　
　
　
　

傘　

脊
戸
口
町

		


　
　

右
三
人　

侍　

流
町　
　
　

右
三
人　

侍　

市
町

		


　
　
　
　
　
　

供　

流
町
」　
　
　
　
　
　

供　

脊
戸
口
町
」

	

長
黒
帷
子
脇
差

刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

傘
黒
帷
子
脇
差

　
　
　
　

侍
素
襖
大
小　

　
　

供
同
断　

弐
人

東
之
坊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
榊　

 

大
祢
宜　
　
　

侍
素
襖
大
小　

子
持
弐
筋

　
　
　
　

侍
同

　
　
　

傘
同
断　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

供
黒
帷
子
脇
差

　
　
「

（
貼
紙
）侍

弐
人
野
堂
町　
　

傘　

野
堂
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

（
貼
紙
）右

三
人　

市
町
」

　
　

長
刀
持　

西
脇
町　

供
弐
人
野
堂
町
」

　
　
　
　
　
　
　

傘
上
同

御
幣　

小
祢
宜　

侍
上
同

　

惣
市　

惣
領　

三
神
子　

御
供
唐
櫃　
弐

烏
帽
子
白
張

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

右
神
子
三
人
御
旅
所
ゟ
引	

但
シ
内
ヘ
御
供
并
御
神
酒
錫
一
對
入

　
　
　
　
　
　
　

供
上
同

		


右
弐
人
野
堂
町
ゟ

	

右
三
人
［

（
貼
紙
下
）

市
町
よ
り
「

（
貼
紙
）泥

堂
町
」

（
マ
マ
）

　

団
黒
帷
子
袴
　
羽
　
羽
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
烏
帽
子
白
張取　

　

添
烏
帽
子
素
襖人　

　

馬
柄
杓　
　

手
黒
帷
子明

壱
人　
　

随
素
襖
大
小身

　
　
　

御
駒
形
神
人　

馬
上　
　
　
　
　

床
机
持

　

団
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
同

取　
　

添
烏
帽
子
素
襖人　

　

鞭　
　
　
　

手
同

明
壱
人　
　

随
同

身

右
拾
人
馬
借
中
ゟ
出
ル　

右
弐
人
流
町
ゟ

帆
掛
帽
子	

先
年
ゟ
小
サ
刀
不
用
候

　
　

御
素
襖
　
色
よ
き
小
サ
刀

旗　
　
　
　
　
　

御
素
襖

旗　
　
　
　
　
　
　

御

帆
掛
帽
子
　
素
襖
 
小
サ
刀

楯　
　
　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
弐
人
野
堂
町
ゟ　
　
　
右
弐
人
野
堂
町
ゟ

古
代
ゟ

　
　

御
同

鉾　
　

同
同

　
　

御
同

大
鉾　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　

御
同

弓　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
四
人
内　

弐
人
市
町
ゟ　
　

弐
人
脊
戸
口
町
ゟ　
　
　
　
右
弐
人
馬
場
町
ゟ

　

御
素
襖
小
サ
刀

太
刀　
　
　
　

同
同

　
　
　

大
同

御
太
刀　
　
　

御
同
　
　
　
　
　
　
小
サ
刀
朱
さ
や

白ゆ
が
け杖　

　
　
　
　
　

神
馬

　
　
　
右
弐
人
西
脇
町
ゟ　
　
　
　
　
右
野
堂
町
ゟ　
　
右
市
町
ゟ



一
六

　
　

口

烏
帽
子
白
張取　

　
　
　
　
　
　
　
　

御
烏
帽
子
白
張翳　

　
　
　
　
　
　

松
上
同
　
　
　
　
　
烏
帽
子
白
張
　
左
方

明　
　
　
　
　

松
明

　
　

口
同

取　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
同

翳　
　
　
　
　
　
　

松
上
同
　
　
　
　
　
同

明　
　
　
　
　

松
明

　
　
　
　

右
口
取
弐
人
馬
借
中
ゟ　
　
　
　
右
弐
人
泥
堂
町
ゟ	

「
（
貼
紙
）松

明
四
人　

野
堂
町

	

弐
人
ツ
　ヽ

馬
場
町
」

（
貼
紙
下
）

　

 

同　
　

同　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

此
處
音
楽

　

 

同　
　

同　
　

同

　

 

同　
　

同　
　

同		
　

　
　
　
　
　
　

○	　
　

散
銭
箱
持　
　

 

弐

烏
帽
子
白
張人

　

 

同　
　

同　
　

同			


　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

右
西
脇
町
ゟ
弐
人

　

 

右
八
人
野
堂
町
ゟ
夜
ニ
入
候
得
者

	

御
神
宝
之
間
ニ
遣

	

（
貼
紙
下
）

　

散
烏
帽
子
白
張

銭
笊
籠　
四
人		


孫

上
下
脇
指問

屋
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宰
領　

弐
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

躍
子

　

同
同

　
　
　
　

四
人		



鎌
屋
惣
代

　
　
右
八
人
内 

四
人
市
町
ゟ　
　

四
人
脊
戸
口
町
ゟ		



　
「（
貼
紙
白
紙
）」

（
貼
紙
下
）

　

丸
黒
帷
子
脇
差

塗
棒　
　
　

水
黒
股
引
脇
差

守
加
役　
　

使
帯
刀
踏
込役　

　
　

纒
黒
帷
子
脇
差

持

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
同

壱
人　
　

　

同　
　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　

使
同

役　
　
　

纒
同

挑
灯
持

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

供
同

壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
ニ
垣
内
之
者
弐
人

「（
貼
紙
白
紙
）」

「（
貼
紙
白
紙
）」

　

琴
黒
帷
子
脇
差

柱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棒
持
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所
御
組　

弐
人　
纒
持
壱
人

　

琴
同

柱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垣
外
之
者
弐
人

　
　
　

右
弐
人
馬
場
町
ゟ

　
　
右
当
時
者
相
止

　

前
後
纒
挑
灯
持
［

（
貼
紙
下
）

六
人
惣
会
所
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
「

（
貼
紙
）四

人
惣
会
所
ゟ 

七
人
七
町
ゟ
」

　
　
　
　

七
町
丁
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
紋
付
大
纒
壱
本	

　

挑
燈
壱
人

御
神
輿　
　

 

神
輿
舁

床
机
持
弐
人
共　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所
御
組	

岸
本
忠
兵
衛
殿

　
　
　
　

七
町
丁
代	

　

垣
外
之
者
弐
人

　

八
黒
帷
子
脇
差

角
棒　
　
　

半
同

棒
灯
燈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
帯
刀
踏
込代　

　
　
垣
外
弐
人

　

同　
　
　
　
　

同

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒

　
　
　
　

今
林
村 

役
人	

新
在
家
村 

役
人	

今
在
家
村 

役
人

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒

　
　
　
　

中
野
村 

役
人	

馬
場
町 

仮
町
代

役
人

	

泥
堂
町 

仮
町
代

役
人

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒

　
　
　
　

西
脇
町 

仮
町
代

役
人

	

脊
戸
口
町 

仮
町
代

役
人

	

市
町 

仮
町
代

役
人

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒



一
七

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　

野
堂
町
琴
柱

　
　
　
　

流
町 

仮
町
代

役
人

	

野
堂
町 

仮
町
代

役　

人

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
棒　
　

同
断

「
（
貼
紙
）此

所
へ
高
張
灯
燈　

八
角
棒　

半
棒
灯
燈

　

同　
　
　
　

同　
　
　

同
」

　
　

塗
金
棒　
　

傍
仮
役

使
上
下
大
小

　
　
　
　

塗
金
棒　
　

傍
上
下
大
小使　

　
　
　

惣
神
職

年
寄
中

　
　

同　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　

同　
　
　
　

同
同

　
　
　
　
　
　
　
當
時
塗
金
棒
弐
人
ニ
ナ
ル

	

（
貼
紙
下
）

（
貼
紙
下
）		



琴
柱　

野
堂
町
ゟ　
　

同　

背
戸
口
町
ゟ

		


同　
　

流
町
ゟ　
　
　

同　

同
断

　
惣

上
下
脇
差代

仮
役		



同　
　

同
断　
　
　
　

同　

西
脇
町
ゟ　
（
以
下
読
め
ず
）

　
同		



同　
　

市
町
ゟ　
　
　

同　

同
断

		


同　
　

背
戸
口
町
ゟ　

同　

同
断

「
（
貼
紙
）

上
下
脇
差		



「
（
貼
紙
）琴

柱　

同

　

惣
代
仮
役		



同　
　

同　
　

高
張
灯
燈　

八
角
棒　
　

半
持
灯
燈

　
　

垣
外
弐
人
」		



同　
　

同　
　

同　
　
　
　

同　
　
　
　

同

		


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琴
柱　

同

　

金
黒
帷
子
脇
差

棒　
　
　

惣
見
豫

年
寄　
　

惣
袴
羽
織代

仮
役　

同　
　

同　
　
垣
外

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同　
　
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　　　　　　　　 野 堂 町

　 御 輿 洗

六 人　 三 拾 枚　 八 角 棒 持

　 同 日 御 旅 所 江 出 御 之 時

松 明 持 弐 人　　　　 十 枚

八 角 棒 持 弐 人　　　 十 枚

東 之 坊 供 壱 人　　　 五 枚

御 旗 持 弐 人　　　　 十 枚

御 供 唐 櫃 持 弐 人　　 十 枚

御 楯 持 弐 人　　　　 十 枚

太 御 太 刀 持 壱 人　　 五 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 廿 一 枚

　 同 十 四 日

東 之 坊 侍 弐 人　　 廿 八 枚

同　 供 弐 人　　　　 廿 枚

同　 長 刀 持 壱 人　　 拾 枚

同 傘 持 壱 人　　　　 拾 枚

御 旗 持 弐 人　　　　 廿 枚

御 楯 持 弐 人　　　　 廿 枚

御 供 唐 櫃 持 弐 人　　 廿 枚

長 柄 鑓 持 五 人　 六 十 五 枚

太 御 太 刀 持 壱 人　　 拾 枚

琴 柱 持 三 人　　　 三 拾 枚

松 明 持 弐 人　　　　 廿 枚

御 神 酒 御 供 之

　　　 臺 持 壱 人　　 拾 枚

丸 挑 灯 持 五 人　　 五 十 枚

御 屋 敷 付 六 人　　 六 拾 枚

　　 辰 年 ゟ

　　　　　　　 流 町

　 御 輿 洗

琴 柱 持 壱 人　　　　 五 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　 十 四 枚

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

大 川 坊 供 壱 人　　　 五 枚

琴 柱 持 壱 人　　　　 五 枚

随 身 弐 人　　　　　 拾 枚

丸 桃 灯 燈 五 人　　 廿 五 枚

　 同 十 四 日

大 川 坊 侍 壱 人　　　 拾 枚

同　 傘 持 壱 人　　 十 四 枚

同　 供 壱 人　　　　 拾 枚

随 身 弐 人　　　　　 廿 枚

八 角 棒 持 弐 人　　　 廿 枚

南 之 坊 侍 壱 人　　 十 四 枚

琴 柱 弐 人　　　　　 廿 枚

丸 桃 灯 五 人　　　 五 十 枚

御 屋 敷 付 四 人　　 四 十 枚

　　 壱 人 増 辰 年 ゟ

　　　　　　　　 市 町

　 御 輿 洗

大 祢 宜 供 壱 人　　　 五 枚



一
八

		


警
固　

先
手　

上
下

帯
刀	

供　
黒
帷
子

脇　

差		


児
馬

		


警
固　
同　

断

口
取　

黒
帷
子

脇　

差	

介
副　
　
　

	

履　

持

			




壱
人　

口
取　
同 

断	

介
副　
同　

断	

胡
床
持

		


　
　
但
シ
二
役
兼
ル

烏
帽
子

素　

襖

大　

小

布　

衣

烏
帽
子

小
サ
刀

白　

張

烏
帽
子

脇　

差

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

御 鉾 持 弐 人　　　　 十 枚

琴 柱 弐 人　　　　　 廿 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 三 十 枚

　 同 十 四 日

池 之 坊 供 壱 人　　　 拾 枚

御 鉾 持 壱 人　　　　 廿 枚

散 銭 取

御 白 杖 持 壱 人　　　 拾 枚

長 柄 鑓 持 弐 人　　 廿 六 枚

た ち 持 壱 人　　　　 拾 枚

大 祢 宜 侍 壱 人　　 十 四 枚

同　 笠 持 壱 人　　　 十 枚

同　 供 壱 人　　　　 十 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 三 十 枚

　　　　　　　 脊 戸 口 町

　 御 輿 洗

琴 柱 持 壱 人　　　　 五 枚

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

南 之 坊 供 壱 人　　　 五 枚

御 鉾 持 弐 人　　　　 拾 枚

琴 柱 持 壱 人　　　　 五 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 廿 一 枚

　 同 十 四 日

御 鉾 持 弐 人　　　 弐 十 枚

南 之 坊 傘 持 壱 人　　 十 枚

同　 と も 壱 人　　　 十 枚

散 銭 取

長 柄 鑓 持 三 人　 三 十 九 枚

琴 柱 弐 人　　　　　 廿 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 三 十 枚

　　　　　　　 西 脇 町

　 御 輿 洗

琴 柱 壱 人　　　　　 五 枚

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

御 太 刀 持 弐 人　　　 五
（ マ マ ）

枚

琴 柱 持 壱 人　　　　 五 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　 十 四 枚

　 十 四 日

散 銭 取

御 太 刀 持 弐 人　　　 廿 枚

琴 柱 持 三 人　　　 三 十 枚

御 屋 敷 付 三 人　　 三 十 枚

　　　　　　　 泥 堂 町

　 御 輿 洗

丸 棒 持 壱 人　　　　 五 枚

祢 宜 供 壱 人　　　　 五 枚

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

御 さ し ハ 持 弐 人　　 拾 枚

こ と ち 持 三 人　　 十 五 枚

祢 宜 供 壱 人　　　　 五 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　 十 四 枚

　 十 四 日

御 さ し ハ 持 弐 人　　 廿 枚

祢 宜 侍 壱 人　　　 十 四 枚

同　 笠 持 壱 人　　　 拾 枚

同　 供 壱 人　　　　 拾 枚

こ と ち 持 三 人　　 三 十 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　　 廿 枚

　　　　　　　 馬 場 町

　 御 輿 洗

丸 棒 持 壱 人　　　　 五 枚

　 同 御 旅 所 江 出 御 之 時

池 之 坊 供 壱 人　　　 五 枚

御 弓 持 弐 人　　　　 拾 枚

松 明 持 弐 人　　　　 十 枚

こ と ち 持 三 人　　 十 五 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　 十 四 枚

　 十 四 日

御 弓 弐 人　　　　　 廿 枚

松 明 持 弐 人　　　　 廿 枚

こ と ち 持 弐 人　　　 廿 枚

池 之 坊 傘 持 壱 人　　 十 枚

同　 侍 壱 人　　　 十 四 枚

御 屋 敷 付 弐 人　　　 廿 枚

寛 政 五 丑 年 七 町 願 ニ 付

四 枚 之 処 五 枚　 八 枚 之 所 拾 枚

見 世 札 弐 枚 宛 増 遣 ス

神 役 人 足 江 ハ 木 札 相 渡 シ

置 申 候

（ 以 下 二 〇 枚 白 紙 ）

地 下 ゟ 三 十 歩 迄 行 列

神 前 献 上 花 児 腰 ニ サ ス

　　　　　　　　　 筈
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黒
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持
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断		


口
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断
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捍　
大
小

上
下	

供　
黒
帷
子

脇　

差

祓
箱

　
　

 

持　
同　

断

祓
机

先
拂　

先
拂

先
拂

【
注
記
】　

御
神
前
献
上
花

　
　
　
　

児
腰
ニ
サ
ス
筈
也
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固　

烏
帽
子

素　

襖	
同　
　

同　

介
副　

	

先
手　

上
下

帯
刀	

供　
黒
帷
子

脇　

差

		


警
固	
同　
　

同　

介
副

【
先
手
と
供
の
横
に
注
記
】

○
住
吉
社
ノ
南
ノ
杦
ノ
木
ノ
下
ニ
扣
居
社
務
本
社
江
入
御
同
御
輿
入
御
其
路
ヨ
リ
神

前
ヘ
入
祓
済
而
本
社
ノ
脇
ヨ
リ
北
ノ
門
橘
ノ
木
ノ
下
ニ
而
扣
居
社
務
御
通
出
合
夫
ヨ

リ
本
社
ノ
後
ヲ
通
池
ノ
南
例マ

マ

ヲ
石
橋
本
江
出
ル
南
側
ニ
扣
居
テ
神
務
御
帰
済
テ
松
ノ

中
ヘ
出
ル
扣
居
テ
行
例マ

マ

並

　
　

馬
副　

児
　
　

馬
副

傘　

持　

		


介
副　

持
床
持	

介
人　

傘　

持		


介
副

履	

　
　

是
ハ
傘
持
介
也

布　

衣

烏
帽
子

小
サ
刀白　

張

烏
帽
子

脇　

差

住 吉 本 社 出 仕 行 列

黒
帷
子
脇
差

但
丑
年
ゟ
白
も
ヽ
引

き
や
は
ん
ニ
成
ル

布　

衣

烏
帽
子

小
サ
刀

布　

衣
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子

帯　

刀
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張

烏
帽
子

脇　

差
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衣

烏
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子

小
サ
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張
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差
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介
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馬
副　

祢 

宜		


胡
床
持	

菰
膝
付	

捍　
帯
刀

上
下

	

馬
副	
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持	

祓
机
祓
箱

	

捍
供　

黒
帷
子

脇　

差

供　
黒
帷
子

脇　

差	

捍
供

	

捍
供

松
陰
ヨ
リ
宿
院
迄
行
列

茶
弁
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黒
帷
子

脇　

差

笠
籠
持　

黒
帷
子

脇　

差

挟
箱
持

笠
籠
持

	

「
（
裏
表
紙
）

土
橋
七
郎
兵
衛
控
」

白　

張

烏
帽
子

脇　

差

白　

張

烏
帽
子

脇　

差

素　

襖

烏
帽
子

帯　

刀

是 迄 者 本 社 出 仕 行 列 也

但 シ 馬 弐 疋 ・ 茶 弁 當 ・

挟 箱 ・ 笠 籠 ・ 沓 籠 持 、

此 分 者 松 陰 ニ 捍 居 申

筈 神 前 江 ハ 参 リ 不 申 候

神 前 江 出 仕　 仕 舞 候

ハ ヽ 不 本 行 列 也

還 御 之 時 廻 廊 ヨ リ 本 社 迄

一 立 提 燈

一 棒 つ キ

一 箱 ち や う ち ん

一 先 手

一 同 供　 壱 人

一 箱 ち や う ち ん　 弐 人

一 布 衣　　　　　 弐 人

一 祢 宜

一 素 襖　　　　　 弐 人

一 白 張　 祓 机　　 弐 人

　　　　 祓 箱

　　　　 こ も

　　　　 ひ て ろ き

一 立 ち や う ち ん　 壱 人

一 捍
一 供　 壱 人

　 〆



二
〇

牛頭天王祭礼図

「
平
野
郷
牛
頭
天
王
祭
礼
図
」〈
巻
物
〉（
上
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）

甲
戌
春
寿

丹
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書
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上
田
丹
崖
）

猿
田
彦
明
神

神
輿
太
鼓　

子
供
四
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舁
夫
十
八
人

　

前
後
祇
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貼
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此
先
ニ
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中

　

挑
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十
本
有

綛
屋
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間　

挑
燈
十
本

長
柄
毛
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十
本
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八
人



二
一

音
楽
方　

中
瀬
氏

三
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氏　
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代

神
宮
寺
中
僧　

四
人

　

先
年　

壱
人

（
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是
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屯
羅
加
入

別
當　

東
之
坊

祢
宜　

弐
人
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三
人

御
供
唐
櫃

児　

馬
上

　

牛
頭
ヲ
持

御
神
宝

随
人　

弐
人

御
旗　

弐
人

御
楯　

弐
人

御
鉾　

弐
人

大
御
鉾　

弐
人



二
二

御
弓　

弐
人

御
太
刀　

弐
人

大
御
太
刀

御
白
杖

御
神
馬

御
翳　

弐
人

松
明　

四
人

白
張　

八
人

（
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紙
）

是
所
江

　
　

神
子
加
入

賽
銭
箱　

弐
人

（
貼
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）

是
所
江
祠
掌
馬
上
ニ
而

　
　
　
　
　
　

加
入

「
平
野
郷
牛
頭
天
王
祭
礼
図
」〈
巻
物
〉（
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巻
）

牛頭祭礼図丹
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書
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御
地
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組

「
（
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紙
）是

所
江

　
　
　

屯
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」

神
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夫
四
十
人
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四
本
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町
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二
三

御
地
頭
御
組

「
（
貼
紙
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屯
羅
加
入
」

西
脇
町
年
寄

泥
堂
町
年
寄

馬
場
町
年
寄

中
野
村
年
寄

今
在
家
村
年
寄

新
在
家
村
年
寄

今
林
村
年
寄

惣
代

流
町
年
寄

市
町
年
寄

脊
戸
口
村
年
寄



二
四

傍
使
役
四
人
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所
列
之

　
出
勤
帰
之
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竿
棒
四
本
此
所
ニ
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野
堂
町
年
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代
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役
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代
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役

見
豫
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年
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両
人

突
棒　

八
本

神
職
惣
年
寄

　
　
　
　

 

両
人

　
但
シ
年
に
よ
り
壱
人
ノ

　
事
モ
在
之
候

此
圖
者
花
守
役
榎
坂
市
右
衛
門
福

往
古
之
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書
ヲ
以
圖
之
所
也　

去
ル

嘉
永
六
癸
丑
年
冬
以
画
工
清
画
之
者
也

御
地
頭

　

地
方
御
役
人

駒形神人の部分（拡大）


